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岡山スイキュウ㈱概要    本社 岡山市南区泉田 

事業内容 
 ●一般貨物自動車運送事業   ●貨物自動車運送取扱事業    ●倉庫業 

 ●宅地建物取引業         ●不動産業     ●産業廃棄物の収集、運搬及び処理業 

 ●一般労働者派遣業        ●損害保険代理店業  

 

創 業   昭和３０年６月 

設 立   昭和３５年７月 

資本金   ４，８４０万円 

グループ全体 

従業員  ５５０名 

乗務員  ３３０名 

車両台数 ３０５台 

売り上げ 

  2017年度 ６６億円 

取引先 １２０社 

１）スイキュウグループ紹介 

冷凍冷蔵 ウイング 平ボディ 合計 

大型 21 44 8 73 

中型：普通 75 56  10 141 

小型 49 32 10 91 

合計 145 132  28 305 
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１）各種認証の取得 運送業界の状況 

★交通安全： 

 安全性優良事業所（Ｇマーク） 全日本トラック協会認証  

   スローガン 「安全は我社の使命」 

「運輸安全マネジメント」を導入して、絶えず輸送の安全確保と向
上に取り組んでいます。 

★環境保全： 

  グリーン経営認証 エコモ財団認証  

★品質方針 

  「優れた品質で、顧客満足経営を柱とし、 

       社員を大切にし、社会に貢献します。」 

20台以下
76.1%

101台～200
台

1.4%

201台以上
0.6%21台～100

台
21.8% 貨物自動車運送事業者数 

  国土交通省自動車局貨物課発表 平成29年3月31日現在 

全国62276社の中、 

201台以上の車両保有の会社は365社で全体のわずか0.6％ 

20台以下は47,421社で全体の76.1％を占める 
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岡山スイキュウ㈱  ２事業所 
 中区  倉富物流センター ⇒ 

 南区  泉田営業所（本社営業所）       

岡山水急大阪㈱  ２事業所       

 冷蔵・冷凍食品 

 スーパー・小売店配送 
 

 

岡山スイキュウ㈱ ２事業所 

  瀬戸内物流センター   

  早島物流センター⇒   

常温配送・住宅設備配送 
 
 

岡山市場運輸㈱  鮮魚配送 
 
不動産事業部 北区大元 １店舗 
 
 
㈱岡山輸送サービス 車両販売・整備工場 ２工場  

１）スイキュウグループ事業所紹介 
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乗務員のスキル・モチベーションＵＰ目的の各種コンテスト参加 

１）社外コンテスト成果  

全日本トラック協会ドライバーズコンテスト全国大会 
平成３０年 ４トン部門 全国３０位    女性部門 全国５位入賞 
平成２９年 １１トン部門全国４位入賞  女性部門 全国６位 
        国土交通大臣賞受賞 
平成２８年 ４トン部門 全国３０位     女性部門 全国５位入賞 

平成２７年                   女性部門 全国８位    

平成２８年表彰式 
平成２９年 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会（陸災防）フォークリフトコンテスト 
平成２９年 岡山県大会２位入賞 

平成３０年５月石井国土交通大臣表敬訪問 
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①入社時新人教育 
  本社主導の教育（所属ではばらつきがある） 
  テキスト化（ベテランのknowhow⇒knowWhyを記録に残すため） 

②従業員教育  年間計画の立案及び実施 
    社外講師による講習会 社外施設での研修会（マンネリ化防止） 
    ドラレコＫＹＴ 
    標準化  指導官による添乗指導・現場パトロール項目を詳細に表記 
    視覚化（映像化） 視覚に訴える 

③事故惹起者教育 
  適性診断 なぜなぜ分析 ＫＹＴ 添乗指導  
④高齢者教育 
  適性診断   ＫＹＴ 添乗指導  
⑤各種認証取得及び維持 
  マネジメントシステムの継続的運用（仕組み作りに効果的なため活用） 

⑥健康経営へ 
 ・睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ） スマホを活用した予兆検査 
 ・定期健康診断時にインフルエンザ集団接種の実施（会社負担） 
 ・ＥＳアンケート（毎年実施） 

２）当社の安全への取り組み（法令以外） 
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①乗務員テキストの作成 
ベテランのKnowHowは過去の事故事例からの社内ルール
のKnowWhyを基に作成。約２３０ページ  ワンマン運転開
始試験にて安全意識のヒアリングを実施 

入社時新人教育 

◆ワンマン運転開始試験の標準化 
  １）安全意識ヒアリング １３項目（３時間） 
    安全運転のための知識の確認、ルールのknowWhyを質問して、ルールの目的 
   や実施しなければどの様な事になるのかをヒアリングする。 
  ２）日常点検（トラップ多数有り） 
    トラップを仕掛けないと形だけの日常点検になってしまい、故障や不具合の前兆 
   を見落としてしまう。 
  ３）運転実技   ２時間 
    安全知識が運転に活用されているかの確認 
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◆１）ワンマン運転開始試験の標準化 

安全意識ヒアリング（一例） 
質問：乗車前の一周確認はどのような状況の時実施しますか？ 
模範回答：出発時を含めて、車両より離れて戻った時に一周確認をして、異常
がないかを確認します。 
より掘り下げて 
質問：どこを見て、どの様な異常を確認しますか？ 
回答：①車体下に人（子供）が潜り込んでいないか、障害物が入り込んでい       
ないか確認します。 
    なぜ：子供が転がったボールを取り車両に下に入っていないか確認す        
るためです。 
    ②車体に損傷がないか確認します。 
    なぜ：納品の駐車時に被害事故に遭っていないか確認するため 
    ③扉やアオリ、道具箱などのロックを確認します。 
    なぜ：閉め忘れ等で扉開閉や商品落下による事故を防止するため 
    ④車両周囲の状況を確認します。 
    なぜ：車両を停めたときに無かった物・人など、状況の変化を確認して、 
      そのものとの事故を防止するため 
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２） ②定期教育 

①シート式のＫＹＴから効果向上のため   

  ⇒ ・自社の ドライブレコーダー 

   の映像を用いたＫＹＴを行う 

    ・普段走行している道なので 

     より実践的な内容になる 

②指導項目  各項目を３段階で表現して、自分の現況と求め         
られる姿を理解させ、実行させることが目的 

１０．進路変更
法令を遵守した進路変
更（周囲の交通に自車
の意思を示し、正しい
確認とタイミングで進路
を変更する能力）

A

B
○合図を出してから３秒以内に進路変更を開始した
○進路変更を完了する前に合図を切った

○合図を出さなかった

進路変更時の安全確認をしている。

○ミラー及び目視にて安全確認していた

C

C

A

B

周囲の交通に対して自車の意思を示すための合図をしている。

○進路変更３秒前に合図をしていた
○進路変更を完了するまで合図をしていた

○ミラーでの確認が多く、目視確認することが少なかった

○確認と同時にハンドル操作していた
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３） 課題及び問題提議 

①新入社員の入社頻度が多い 毎年５０名入社（１５％入れ替え） 

  ⇒ 新入社員教育の時間が多い  

②最近は未経験者の割合が増加している 異業種が半数を占める 

  ⇒ 教育に必要な時間が多い 結果（影響度）の重大性の認識が無い 

③関係法令の厳格化 

  ⇒ 乗務員の運行・労務管理が厳しい（運輸局⇒事業所停止30日） 

④求人難による人手不足 

  ⇒ 人手不足のため定期教育の時間確保が困難 

⑤乗務員は一人での運転・作業が多い 

  ⇒ 出発点呼後は、電話連絡のみで無事帰ってくるまで判らない 

⑥車両設備やマテハンの多様化 

  ⇒ 最近の車両装備やマテハンの正しい知識 文書化しにくい 

⑦経営者と現場の意識格差  ⇒ 現場の意識改革が遅れている 
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４） 課題に対する取組み 

①計画の立案及び確実な実施、必要に応じた見直し ＰＤＣＡ 

②ルールが多いので、現場や必要な時に思いだす仕組み 

  ⇒ルールを「見える化」する →カゴ台車の短辺○ 

③求める姿を詳細に示す 

  ⇒各項目ごとに３段階で表現して、自分の現況と              
求められる姿を理解してもらう  ２）②を参照下さい 

④繰り返し、繰り返し教育を行う 

   ⇒習慣化するまで言い続ける。点呼やミーティングを活用 

⑤最近の若者に対して活字だけでの理解は酷 

   ⇒ 映像を見て理解する「可視化」 

⑥相手の心理適性を理解して教える（入社時と65歳以上は義務化） 

⇒運転適性（協調性 危険感受性 注意の配分 動作の正確さ 判断・動作のタイミング）  
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４） ④⑤ 映像化 

作業手順書を映像化する 

⇒1)音声とテロップも入れて視覚と聴覚に訴え理解を深める 

  2)管理者の育成及び管理者の指導教育の軽減化 

  3)管理者（指導者）の力量に影響されないための標準化 

  4)一人でも繰り返し何度でも見ることが出来る 
 

2017.7.22にNHKニュース「おはよう日本」で「大型台車による労災事故増加・人手不足の
運送業界」が放送されました。その特集の中で、 ロールボックスパレットの事故防止に取
り組む運送業者として紹介されました。 また、６輪台車の作業手順の映像もご覧下さい 
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ご安全に！ 

ご清聴ありがとうございました 



●リスクアセスメントの取組 

 １）工事現場リスクアセスメント実施一覧表 

 （過去の災害、周辺環境、工程、主要機械・材料などから抽出） 

 ２）作業所全工期安全衛生管理計画表→月間計画表作成 

 ３）着工前会議で安全衛生計画の立案 

 

荒木組安全取組状況（作業所－１） 

1 



●作業環境・水洗トイレの設置 

荒木組安全取組状況（作業所－２） 
●化学物質への対応 

  （リスクアセスメントの実施） 

●熱中症対策（毎日の情報配信） 

 空調服支給、WBGT測定器設置 
●見える化の推進 

不安全行動、事故事例 

2 



※ いろいろな取組の中、 
災害の多発傾向と問題点を考察 

3 



 足場から墜落する → 対策：安全帯を使用する 

 脚立から転落する → 対策：足元を注意し、設置する   など                         

①危険予知活動・作業手順が、 
 「作業員が怪我をしないための対策」 
                 にならない 

【背景】 

●何故、墜落するかを考えることができない。考えた経験と訓練をしていない。 

  訓練をアラキ・アカデミーで実施しているが、なかなか、取組が積極的にならない。 

●考えなくてもペナルティがない。多くの作業所で朝一番書けば良くて、評価されない。 

●みんなの前で、評価されたり、褒められることが少ない。 

●現場の作業員自体の危険感受性が不足？いろいろな状態に合わせて 

                            危険な作業・不安全行為を捉えられない。 

●朝一番忙しいので、書き方の見本を欲しがり、やっつけ仕事としか考えていない。 

●一人親方化が浸透し、チーム・会社で考えることが少なく、職長は、指導しても 

                                   どうにもならないと考えている。 

4 



②事故が発生した場合でも、 
   元請に相談し、頼り、事業主として 
         原因・解決策を考えない。 

 事故原因の調査とか対策の立案を本気でやったことがない。 

【背景】 

●事故防止の原因究明が役に立つと感じていない。 

    ヒヤリハット・物損事故など軽微なことを対象としてでも、解決策などを 

  考える時間と仕組がなく、コストメリットを感じていない。 

●働く人の特性・個性・コミュニケーションを理解しようとする環境がない。 

●怪我は「自分の責任」と言いながら、労災保険が担保するので、自らの 

 ミスであっても、金銭的な痛みがなく、再発防止が重要だと知らない。 
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 モノづくりとしての建築・土木が魅力的でない。 

③若い人が就労継続しにくい。 
    →働きやすい環境を整備する。                                                                            

【背景】 

●高度成長期とかバブル期のような良き時代を知らない。 

             大いなる夢をもって 働く事に興味がない。 

●安定と自分の時間確保が第一。 

●背中を見て育つ年代でなく、教育・習得・休日の確保がないと働き手が継続しない。 

●わかりやすいイラストや動画で丁寧に説明し、取組やすい環境を整備する必要あり。 

●とにかく、なんでも疑問があれば、解決するコミュニケーションを確保できる環境でない。 

●達成感をみんなで共有する面白さとか、楽しくすることで興味を沸かすことが少ない。 

●現場トイレも和便器を使ったことがなく、洋式便器を好み、コンビニのトイレを借用。  

●汗をかいてもシャワーなどが整備できていない現場が多いなど衛生面での整備が低い。 
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 人手不足により、技能労働者が、６０歳を超えても活躍
しないといけない。 

④匠の技が受け継がれない。 

【背景】 

●匠の技をデジタル的に記録する意識と知識が高齢者に薄い。 

  教える時間と知識が不足。 

●昔は体で覚えていた。説明しなくてもよかったが・・・・・ 

●職人は、マニュアル化に理解がない。 

若手は、マニュアル化しないと理解しにくい。 

●上司から指導されても、言われたことしか取り組まない世代に、 

  どのように魅力を広げてゆくのか？ 

●若手は、労働内容と屋外での炎天下環境の厳しい建設現場での労働は、 

 多業種と比べ、賃金ベースを低いと感じている。１０年ほど横ばい。 

 （炎天下の作業が主で、熱中症のリスクが高い） 
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●アラキ・アカデミーのカリキュラムの中で、 「作業員が 

怪我をしないための対策と行動」を基本に訓練する。 
 

●協力業者の「安全衛生管理状況」を評価し、指導し、 

 自主的安全衛生管理体制を確保する。 
 

●職長・協力業者の能力を評価し、やる気を育成する 

 ための報奨金・助成金などインセンティブを実施する。 
 

●スマホ・ＷＥＢ環境・イラスト化・ビデオ化など 

 ビジュアルに、わかりやすさを活用する。 

解決の方向性は？ 

8 



ご清聴ありがとう 

ございました。 

 

ご安全に！ 
9 



ZEON ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ ＭＩＺＵＳＨＩＭＡ ＰＬＡＮＴ ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT １ 

岡山あんぜん塾パネルディスカッション 
「今後の安全管理を展望する」 

日本ゼオン株式会社 水島工場 
  環境安全課 佐藤基裕 
 



ZEON ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ ＭＩＺＵＳＨＩＭＡ ＰＬＡＮＴ ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT 2 

1.水島工場の紹介 
 
2.日本ゼオン水島工場安全活動一部紹介 
 
3.現在抱えている共通、独自の課題 
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ZEON ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ ＭＩＺＵＳＨＩＭＡ ＰＬＡＮＴ ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT 

国内の主な事業所 

高岡工場 

水島工場 

徳山工場 

大阪事業所 

名古屋事業所 

川崎工場/ 

総合開発センター 

本社 
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ZEON ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ ＭＩＺＵＳＨＩＭＡ ＰＬＡＮＴ ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT 5 

水島工場概要 



ZEON ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ ＭＩＺＵＳＨＩＭＡ ＰＬＡＮＴ ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT 

水島工場での製品群 

グリーンの香り原料 接着剤の原料 タイヤの原料 

パソコンバックライト導光板原料 

光学用途 

プリンター用レンズ 

携帯電話用レンズ 

カメラ用レンズ 

医療用途 

医療用シリンジ・バイアル 血液検査用セル 

医療用ＰＴＰ 輸液バッグ 世界的に有名な香水の原料 

合成香料が使われる 
最終製品例 
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ZEON ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ ＭＩＺＵＳＨＩＭＡ ＰＬＡＮＴ ZEON CORPORATION MIZUSIMA PLANT 7 

1.安全管理組織体制と全員参加安全活動 

工場長集会 

プラント安全診断 

安全総点検 

プラント安全性評価 

トップダウン型の活動 

安全朝ビラ 
当たり前カード 

フールプルーフ化 

ヒヤリハット活動 

指差呼称活動 

4R-KY 

リスクアセスメント 

保安管理部門 

設備管理部門 

運転管理部門 

環境安全課 

工
場
長 

安全・保安 

環境 

協力会社 

法対応 
全員参加の取り組み 
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2.日本ゼオン水島工場安全活動一部紹介 
2-1.水島工場 教育訓練の実施(全社初級教育) 

1.ものづくり研修所での初級教育 
【運営理念】 
・ルールを守り、ルールを改善できるオペレーターの育成 
【基本的考え】 
・オペレーターの基礎となる「工場ルール」と「プラント運転基礎知
識」の製造課共通教育を実施し、生産革新を支えるオペレーター
を育成する。 
【目 標】 
①ルールを重要視するオペレーターを育成 
②「知識」「行動」「経験」を一定のレベルに育成 

水島工場内に｢ものづくり研修所｣開設              
2009年7月より入社３年生までを対象に
した初級教育を開始 
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2-2 水島工場 教育訓練の実施内容 

2.ものづくり研修所での初級教育 

知識 

 ・工場ルール  ・保安４法 

 ・Ｐ＆ＩＤ ・取扱物質の特性 

 ・化学工学 ・設備   

 ・安全 ・品質  ・コスト 

1.各細則（安全・品質・設備・他） 
2.安全手法（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ、300運動、ＫＹ、他） 
3.ＱＣ手法（Ｑ７、新ＱＣ７、ＱＣｽﾄｰﾘｰ） 
4.ＳＤＳ、イエローカードﾞ 
5.化学工学（流動、伝熱） 
6.設備（動機器,静機器、計装） 
7.目で見る管理、 流体表示 

経験 

 ・オペレーション経験 

 ・非定常作業体験 

 ・トラブル体験 

 ・プロセス改善 

行動 

 ・安全 ・品質 ・コスト ・納期 

 ・改善、改良（ＺΣ活動、他） 

 ・コミュニケーション 

1.安全理念（自主保安、他） 
2.品質理念（ISO900１、他） 
3.製造原価の構成 
4.報・連・相 
5.指差呼称 
6. 引継ぎ 

1.基本動作・操作 
2.訓練プラント運転（ｽﾀｰﾄ、監視、ｽﾄｯﾌﾟ） 
3. トラブル体験（小修理、修理準備、緊急停止） 
4.プラント改善（ｱｲｿﾒ図作成、見積もり、変更管理） 
5.安全３原則（３Ｓ、自主保全、標準作業） 
6.消防操法 

＜必要要件＞ ＜教育内容＞ 
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2-3. 安全塾(従業員、協力会社全て体感教育) 

水島工場正門 安全塾全景 安全塾入口 

足場教育 転落墜落 誤切断、誤開放 

10 
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2-4 協力会社への入構者教育 

教
育
基
準 

配  

付 

別表－１

入構者安全教育実施一覧表

CSR基本方針
安全理念
環境理念
保安方針
環境方針

入構手続
許可手続

報告・連絡

通門について
一般禁止事項

構内通行
服装・保護具

業種ごとのルール
他の

ルール
労災、重大ヒヤリ

事例
安全塾

1 教育認定者教育
・常駐協力会社（工事関係）
所長、責任者、監督者

設備管理課
３年

ワッペン交付
入構者安全教育用ppt 入構者安全教育用ppt 入構者安全教育用ppt 入構者安全教育用ppt ― 入構者安全教育用ppt 安全塾受講

工事入構者教育１

①-1整備、建設工事　監督者 設備管理課
１年

腕章交付

①-2整備、建設工事　作業員 設備管理課
１年

ワッペン交付
入構者安全教育用ppt ― 入構者安全教育用ppt 入構者安全教育用ppt ― 入構者安全教育用ppt 安全塾受講

②製造支援
（火気立会者委託教育は、「火気使用安全細
則」の規定による。）

環境安全課
１年

ワッペン交付
工事安全作業手帳 ― 工事安全作業手帳 ―

契約時の仕様書
安全衛生保護具取扱

フォークリフト
入構者安全教育用ppt 安全塾受講

③物流（原料・副原料納入、製品出荷） 環境安全課
１年

ワッペン交付
工事安全作業手帳 ― 工事安全作業手帳 ―

火気使用
構内交通安全

― 安全塾受講

④剪定、緑化 環境安全課
１年

ワッペン交付
工事安全作業手帳 ― 工事安全作業手帳 ―

火気使用
構内交通安全

― 安全塾受講

⑤浄化槽整備 環境安全課
１年

ワッペン交付
工事安全作業手帳 ― 工事安全作業手帳 ―

塔槽内
構内交通安全

― 安全塾受講

⑥衛生保守管理 環境安全課
１年

ワッペン交付
工事安全作業手帳 ― 工事安全作業手帳 ―

火気使用
構内交通安全

― 安全塾受講

⑦ボンベ交換（ガスクロ、保全用） 業務管理課業務Ｇ
１年

ワッペン交付
一般安全手帳 ― 一般安全手帳 ―

火気使用
構内交通安全

― ―

⑧廃棄物処理（場内の収集運搬） 環境安全課 契約期間中 工事安全作業手帳 ― 工事安全作業手帳 ―
火気使用

構内交通安全
― 安全塾受講

⑨廃棄物処理（外部処理の収集運搬） 業務管理課業務Ｇ 当日限り 安全作業指示書 ― 安全作業指示書 ― ― ― ―

工事入構者教育２

2

対象者

第３条（用語の定義）による。

教育実施部署
有効期間

証明交付

教育内容、資料

設備管理課「工事監督者選任基準」の規定による。（前提条件：理解度確認シート（全項目）および安全塾を受講済み）

教育区分

「特認車両で現
場まで行くの
で、その際に火
気細則は教育さ
れるはずなので
入構者教育でさ
らにする必要無
し」
との佐藤L 見解

岡田さんたちな

らパートさんな
ので「契約期間

中」になる

別図－１ 入構者安全教育実施基準　（改０１）

「教育認定者」交付ﾜｯﾍﾟﾝ

４５ｍｍ

６０ｍｍ

「教育修了者」交付ﾜｯﾍﾟﾝ

①サイズは「教育認定者」に同じ
②地の色は、１年ごとに色を変え、以降は３年サイクルで回す。

２０１３年 ２０１６年

２０１４年 ２０１７年

２０１５年 ２０１８年

教育認定者

有効期限 ●●●●年１２月末

水島工場 安全塾

教育修了者

12月'●●年

水島工場 安全塾

教育修了者

12月'●●年

水島工場 安全塾

教育修了者

12月'●●年

水島工場 安全塾

工事安全作業手帳 一般安全手帳 手帳受け取り記録 

入構者教育区分表 教育終了ワッペン 入講安全教育実施報告書 
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3.現在抱えている共通、独自の課題 

1.技術伝承の問題 

 ◆昭和50年以降、昭和58年まで新人採用がなく、ここにきて技術 

   伝承をどう考えるか。 

2.現場、設備異常に弱いオペレーターが増加していないか。 

  ◆教えられたことはキチンとやる。(応用力、気づきが薄れていないか) 

  ◆手順書がないと作業できない。(手順書通りでないと教育できない) 

 ◆新人は、教育指導員制度に従って教育を受けるが、指導員がトラブ 

   ル経験がなく、後輩に手順書通りにしか教えられなくなっている。 

3.スポット業者の労災が増えている傾向にある。 

 ◆定修がコンビナート一斉定修になり作業員が不足してきている。 
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ご健康に!! 

ご安全に!! 


